
 

 

 

 

 

 

 
 

わずか1年のかかわりでしたが、3年生の子どもたちと過ごすことができたこの1年は、とてもしあわ

せな日々でした。自分の進路に悩みながらも力強く未来へ向かって一歩踏み出すまでの成長をそばで感じ

られたこと。この仲間でつくり上げた数々の心震える熱い場面。どれもが、わたしたち3年職員の心に刻

まれています。 

出会ってすぐの退任式で、なんて素敵な子たちなんだと感じました。お世話になった杉山先生・栗山先

生とのお別れ式で、ほとんど練習できていないのにもかかわらず、精一杯心を込めて『旅立ちの日に』を

歌いあげました。3年生みんなで大切な人に想いを届ける姿に、感動して、こんな素敵な子どもたちと出

会えて心から嬉しいと感じたのを思い出します。 

修学旅行については、みんなで成功させようと温かい気持ちで仲間を思い行動する姿がありました。テー

マ『For』を意識して、みんなが安心して旅行に参加できるようにと自然に考えられていること。とっても

素敵でした。どの子もこの学年の大事な仲間であることを大切にする思いが感じられました。とても大きな

実りだったと思います。 

部活動での一生懸命な姿や前向きさは、わたしも含め多くの人に力を与えるものでした。また応援に行く

ことが可能になった今年度。たくさんの子たちが仲間の背中を押すために応援に来てくれていたことも、こ

の学年ならではのようにも感じました。 

学年で初めて一つの演技を作り上げた「未来へのゴール」。リーダーを中心に教え合い、楽しみながら踊

る姿が印象的でした。自分たちが今ここにいるという証、ともに育った仲間との絆の証、そしてこれからを

力強く生きる決意を感じるパフォーマンスでした。学年みんなで一つになり、美川中の新たな伝統の 1 ペ

ージを作り上げました。また、今年度も実行委員が中心となり、自分たちの手で創り上げた美中祭からは、

子どもたちの頼もしさを感じました。1週間後に行われた学年合唱発表会では、歌に込めたメッセージを伝

えようと心一つに一生懸命に歌う姿がありました。一人ひとりの声でつくられた各クラスのハーモニーは、

とても美しく心に響きました。長距離走大会。みんなで頑張ろうと声をかけあい自分たちで動く姿がとても

素敵でした。継走の部・マラソンの部に出た選手、見学者も含め最後の最後まで全力な姿が、素敵でした。

仲間のために、自分のために一生懸命な姿や、温かい声援に胸が熱くなりました。 

毎日の授業も、チームで課題を示せば、わっと話し合える姿は、3年間積み重ねてきた仲間との安心感が

そこにあるからこそだと感じました。この一年いつでも楽しい日々でした。一人ひとりの色（個性）が自然

と輝ける素敵な集団でした。 

3年生の子どもたちは、卒業の歌『手紙～拝啓 十五の君へ～』の歌詞を、精一杯噛みしめながら歌いま

す。この歌から、これから彼らが生きていく決意を力強く感じます。卒業直前に、五年後・二十歳の自分へ

手紙をしたためました。誰もが一文字一文字丁寧に取り組む姿は、とても印象的でした。充実した中学校生

活 3 年間、仲間や自分を支えてくださる方への感謝、もしかしたら悩みを書く子もいたかもしれません。

どれも「今」をしっかり生きているからこその手紙だと感じました。 

 

こうして無事に卒業を迎えることができたのは、いつも支えてくださった保護者の存在があればこそだ

と強く感じています。子どもたちは、その深い愛情で、学校生活を全力で取り組むことができました。本当

に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。お子様の未来が実り多きものとなることを心よ

り願っています。本日は、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。 
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3年生の皆さん、卒業おめでとうございます。十五のみんなは、こうして「今」をしっかり生きていま

す。「今」を大切にしてきたから、みんなの胸に思い出があります。この思い出は、必ずやあなたの背中

を押す糧になります。一歩ずつ、一歩ずつ、時に立ち止まって休憩しながら、これからも「今」をしっか

りと積み重ねていってほしいです。すべてがあなたの未来につながります。そして誰のものでもない自分

の人生を思いっきり楽しんでくださいね。とってもしあわせな日々をありがとうございました。 

 
 


